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フォークナーのリライティングの方法と歴史意識
一『征服されざる門々』における銃のモチーフー一

言　谷　耕　二
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　従来銑6砺槻槻諮加4（1938年）の評価

はかんばしいものではなかった。そのもとに

なった短篇の多くが大衆雑誌7劾　5認躍4のノ

E肥η勿gPos≠に掲載されたという事情も

あって，複雑難解をもって鳴るFaulknerの

作品群のなかではもっとも読みやすいものな

のだが，逆に重厚さに欠ける憾みがある。大

作・4∂sα10％、46sα♂o窺！（1936年）の陰で気楽

に書き流された作品とみなされるのが相場で

あった。しかし，『サタデー・イヴニング・ポ

スト』掲載の五篇とSo7乃η6鴬忽㎎鵬勿6に

発表した一篇に，書き下ろしの“An　Odor　of

Verbena”を加えて長編小説にまとめる際に，

フォークナーは文体面での細かな修正のほか

にかなりまとまった量の加筆をおこなって，

全体としての整合性とあたう限りの思想性を

達成すべく腐心している。1＞したがって，気

楽に書き流された作品として，気楽に評価し’

ておけば事足れりというわけでもないのであ

る。

　とはいうものの，加筆修正が完壁な成功を

収めているわけではなく，大小いくつかのほ

ころびが見えることも事実である。とくに最

終章の「美女桜の香り」は作品の残りの部分

とそのトーンが著しく異なっている。雑誌掲

載部分のトールテール風の喜劇性と「美女桜

の香り」の抑制された深い緊張との間には，

明白な断層がある。この整合性の欠如はこれ

まで作品構成上の欠陥とみなされることが多

かった。これは作品分析の手法が概していわ

ゆる新批評に基づくものであったことに由来

していよう。つまり作品を自律した一個の世

界とみなし，その枠組みのなかで作品内の諸

要素がいかに緊密に織りなされて全体の秩序

を構築しているかを明らかにすることに分析

の眼目があったのである。この新批評は，

フォークナーに頻出する異質な要素の併置や

対位法的構成ですら，究極的には作品全体の

秩序に資するものであるかどうかを基準にし

て，評価を下していたといえるだろう。そう

した観点からすれば，異質な要素の整合性を

欠いた混在は，当然全体の統一的秩序にそぐ

わぬものとして欠陥の烙印を押されることに

なる。フォークナーの発掘およびフォーク

ナー研究の隆盛は新批評によって先導された

ことを考えれば，その功績にははかりしれな

いものがある。しかし作品の自律性という概

念自体が崩壊ないしは深い疑義に晒されてい

るように見える昨今，異質性の併置や対位法

を論ずるにしても，それをスタティックに捉

えるのではなく，ダイナミックなものとして

考察する必要があろう。作品秩序の安定的維

持という至上命令のもとに統御された構成要

素としてではなく，秩序を覆す潜在力をひめ

た力動的な仕掛け・装置として，異質性の併

置や対位法を読み換えねばならないのだ。

　こうした観点に立つとき，フォークナーの

小説制作がリライティングという方法に基づ

くものであることが明らかになってくる。か

つてフォークナーは，ηz6　So観4侃ゴ魏6
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2 重雪語文ぐヒ論究7

翫η（！929年）の生成について，それが木に

登っているCaddy　Compsonのイメージから

始まり，Benjyの内的独白，　Que員tinの内的独

白，Jasonの内的独白と順次書き継いで，なお

満足し得なかったために，全知の視点からの

最終章を書き加えたのだと述べたことがある。

同じ物語を四度書いたというのである。2）ま

た『アブサロム』では，最初Miss　Rosaとクェ

ンティン，次いでクェンティンとCompson

氏，最後にクェンティンとShreveの対話と

いう形で作品が構成され，Thomas　Sutpe鷺

の興隆と没落の物語が，醗ssissippi社会の草

創期から南北戦争，再建時代という歴史の流

れを背景にして，その全貌を現わす仕組みに

なっている。いずれの場合も，物語の進展に

伴って，新たな視点の呈示が新たな事実の発

見や解釈をもたらし，後続するテクストが先

行のテクストを書き換えている。そこに見ら

れるのは単なる異質な諸要素の併置や対照で

はなく，それらの要素相互間の力動的な関係

なのである。フォークナーの場合，書くとい

う行為はこうしたダイナミックな関係の網の

目を紡いでいくことであり，それが先行のテ

クストの意味を，あるいはずらしあるいは覆

しながら増殖させていくという意味において，

リライティングと呼ぶことができよう。

　小論では，「美女桜の香り」が上述の意味で

のりライティングの機能を果たしているとい

う立場から，作品全体を貫いている銃のモ

チーフに焦点を絞り，『征服されざる人々』を

考察する。「美女桜の香り」を作品全体と齪齢

をきたす重大な構成上の欠陥と解釈するので

はなく，フォークナー特有の力動性を孕んだ

対位法的構成と見るのである。したがって，

リライティングとはいっても，ここでは長編

小説に仕立てる際にフォークナーがおこなっ

た加筆修正（つまりテクスト自体の改訂）に

力点が置かれるのではない。

H

　『征服されざる入々』の第一章をなす

“Ambuscade”にさっそく銃のモチーフがi現

われている。ここではBayard　Sartorisは遊

び相手の黒人少年Ri獄goと南北戦争ごっこ

に興じる12才の少年である。この二人の遊び

の世界に現実の戦争の影が忍び寄ってくる。

地面に描いた地図上の，木の切れはしで作っ

たVicksb艦gが，リンゴーの叔父で戦争によ

る解放を期待している：Looshに崩されるこ

とで，現実のヴィックスバーグの陥落が暗示

され，北軍がすでに近くまで迫っていること

が匂わされる。事実，一時帰還した」曲むSar－

toris大佐の指示で，サートリス家では家畜を

避難させておくための欄を川沿いの低地に作

り，銀器を果樹園に埋めて隠す。しかし，と

きおり帰ってくる大佐にロマンティックな英

雄の姿ばかりを見ていたベヤードに事態の深

刻さが痛切に感受されるべくもなく，やがて

実際に北野が姿を現わすと，彼はリンゴーと

屋敷からマスカット銃を運び出し，北軍めが

けて引き金を引く。そして屋敷に逃げ帰った

二人は，毅然たる態度で追っ手の北軍兵士と

将校に相対する祖母Hosa　Miliard（Gran町

と呼ばれる）のスカートの蔭に隠れて，難iを

逃れる。そして，北軍が引き揚げたあと，屋

敷に逃げ帰ってきたときに使った「あん畜生

を撃ったんだ（“We　s強ot　the　bas撫d！”

［27］）」3）という下品な言葉使いをグラニー

に餐められて，石鹸で口を洗わせられるので

ある。

　このエピソードでは，敵への発砲という行

為は戦争ごっこという遊びの世界の延長線上

に生じたものである。幸い，馬を一頭負傷さ

せただけで済んだこともあり，発砲行為自体

の重大さは捨象され，話の焦点は，スカート

の蔭に逃げ込むという軽妙な着想や，北軍将

校Nathaniel　Dick大佐のまるで南部騎士道

を地でいくような紳士ぶり，グラニーの南部
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貴婦人としての毅然たる態度，それに最後の

アンチクライマックス的なお仕置きに移って

いる。フォークナーは改訂の段階で，成熟し

たベヤードの視点からの語りを導入し，それ

によって物語が少年の眼のみから過度にロマ

ンティシズムに彩られるのを避けているのだ

が，4｝それにもかかわらず，全体として物語

が愉快で顕当たりのよいオブラートにくるま

れている印象を禁じ得ない。いかにも『サタ

デー・イヴニング・ポスト』向きの俗受けす

る話になっているといってよい。

　戦争を背景としていながら，戦争の惨劇が

ほとんど捨象された一種牧歌的な世界は，第

二章（“Retreat”）と第三章（“Raid”）におい

ても持続している。戦況が悪化し，らばと銀

器を盗まれ，さらには屋敷も焼かれてしまっ

たベヤードとリンゴーとグラニーの三入は，

らばと銀器を取り戻し，また自由の地ヨルダ

ン河をめざす黒人の群れに加わるべく，サー

トリス家を後にしたルーシュと妻の
Philadelphyを連れ戻すために，旅に出る。そ

して首尾よく頼りにしていたディック大佐に

会い，彼を通じて，盗まれた財産の返却を命

ずる，将軍の署名入りの文書を手に入れるこ

とになる。ところが，グラニーが返却を求め

たのは，“The　chest　of　silver　tied　with　hemp

rope．　The　rope　was貧ew．　TwG　darkies，

Loosh　a簸（i　Phila（塁eiphy．　The　muies，　Old

Hundred　and　Tinney．”（109）なのに，申し

出を書き取った伝令兵の聞違いで，その文書

には，“Te捻（10）chests　tied　with　hemp　rope

and　containing　silver．　One　hundred　te頁

（110）mules　captured　loose　near　Philadel－

phia　i貧Mississippl．　One　h鞭dred　ten（llO）

negroes　of　both　sexes　belonging　to　a鷺d

having　strayed　from　the　same　至ocality．”

（l12）と記されているのである。そしてこの

文書のおかげでベヤードたちは，結局百頭余

りのらばと馬，そして数十人の黒入を敵から

取り戻すことになったのである。ここでも，

北軍に対する二人の子供と老女のユーモラス

な「急襲」がトールテールの装いのもとに描

きだされている。

m
　次に銃のモチーフが現われるのは第五章

“Vend6e”においてである。第三章での文書事

件に味をしめた三人は，今度はリンゴーがど

こからか手に入れてきた北軍の軍用便箋を

使って，将軍の署名入りの文書を偽造し（前

章で敵を出し抜くのに才覚を見せたりンゴー

は，ここでは将軍の筆跡の模倣の名人となっ

ている），二軍の部隊かららばを騙しとって

は，らばの尻に捺されているU。S。という

焼印を焼き消して，それをまた二軍に売りつ

けている。この詐欺行為にはAb　Snopesが一

枚噛んでおり，アブの手っ取り早い金儲けの

話にのったグラニーは，Grumby’s　hdepe難一

denceという略奪をこととし，殺人をも辞さ

ない輩のもとへのりこんでいき，結局殺され

てしまう（第四章“Riposte　i捻Tertio”）。そこ

でグランビー一味を探しての追跡行が始まる。

この追跡にはUncle　Buckも加わっている。

途中ベヤードは，縛られて仲間から取り残さ

れていたアブを打ちのめす。やがてグラン

ビーの不意の襲撃による負傷と持病のリュー

マチの悪化のせいでバック小父さんは引き返

すが，なおもベヤードはリンゴーと旅を続け，

ついにグランビーを追い詰め，逃げ出そうと

したところを背後から銃で射殺するのだ。そ

のうえグランビーの右腕を切り落とし，それ

をグラニーの墓標に括りつけて，復讐を成就

するのである。

　ここではユーモラスな冒険謬と，教養i小説

（ビルドゥングスロマン）風の成長物語の構図

が交錯しており，銃のモチーフはその両者を

繋ぐ蝶番の機能を果たしている。偽造文書を

めぐる冒険課では，ベヤードよりもむしろリ

ンゴーがその臨機応変の才知を発揮：して主動
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的な役割をはたしている。話自体も相変わら

ずトールテールめいており，二心の少年と老

女による，両軍相手の一種の愉快なゲリラ戦

となっている。グランビーへの復讐課になる

と，焦点はベヤードに移り，話のトーンもや

や悲劇的な色合いを帯びてくる。L忽窺　勿

・4㎎％s’（1932年）に顕著に見られたような，

フォークナー特有の明暗の対照的併置がここ

にも顔を覗かせている。とはいうものの，ベ

ヤードのグランビー殺害と右腕の切断という

残忍な行為も，喜劇的要素のかわりに悲劇的

側面が誇張されて前面に出ている一種のトー

ルテールとして，おおもとではまだ冒険謬の

延長線上にあると見ることができる。

　それにもかかわらず，トールテールのオブ

ラートにくるまれてはいるが，物語の背後に

は南北戦争終結前後の南部の世情が厳然とし

て描きこまれている。サートリス家の財産は

略奪され，屋敷も灰儘に帰している。自由を

求めて狂おしい行軍を続ける黒人の群れがい

る一方で，白人，黒人をとわず，生活の糧を

なくし，路頭に迷う老人，女子供がいる。グ

ランビー一味のように，戦争の混乱にまぎれ

て脅追や拷問といった手段で財産を略奪して

いく者もいる。グラニーは偽造文書で奪い

取ったお金を困窮する農民たちに分け与えて

やるのだが，こうした温情主義も戦争の荒廃

とともに失われている。南部の男ならまさか

白人女性を手にかけることはあるまいと考え

て，グランビー一回忌ところへのりこんで

いったグラニーは，惨殺される。ここでは南

部女性の神話がもろくも崩れ去っている。そ

もそも南部貴婦人であるはずのグラニーが，

温情主義に根ざすものとはいえ，スノープス’

まがいの詐欺行為に手を染めたこと自体，旧

南部の価値観の混乱を暗示していよう。そし

てこうした南部社会の荒廃は，「美女桜の香

り」から振り返るときにいっそう鮮やかに，

トールテールのなかから透けてくるのだ。

　同時に「美女桜の香り」の視線によって，

冒険謬から成長物語の構図も浮き出てくる。

ベヤードの復讐は少年から大入になるための

通過儀礼であり，南部社会の掟の再確認の儀

礼的行為でもある。グラニーの葬儀が終わる

とすぐベヤードは，参列していたバック小父

さんににピストルを貸してくれるよう申し出

て，復讐の意志を明らかにする。彼は南部社

会の掟の要求を満たし，一人前の男であるこ

とを証明しなければならないのだ。名誉と勇

気は，のちに彼が「美女桜の香り」のなかで

述べているように，「自分自身と暮らしていく

（“lmust　live　with　myself．”［240］）」ために

必要なのである。追跡の旅の途中，当初リン

ゴーが木の枝に曜日と日付を示す刻み目を入

れていたが，やがて日付がわからくなる。こ

れは少年時代の時間の秩序がここで崩れてい

ることを暗示していよう。また，バック小父

さんがその追跡行に同行していることも注目

してよい。彼はプア・ホワイトや黒人に対し

て温情主義的態度で接しており，サートリス

大佐のよき理解者でもあって，南部の伝統を

担っている入物である。後年のGo　Doω％，

Mos6∫（ユ942年）においてSam　FathersがIke

McCasllnの精神的父親としてそのイニシ

エーションを導くように，バック小父さんは

ベヤードの成人儀式および南部社会の規範へ

の参入儀式の介添え役とみなすことができる

のである。

　グランビーを殺すことで，ベヤードは復讐

を果たし，首尾よくイニシエーションを成就

するかに見える。しかし彼の復讐が儀礼行為

として完全なものであったかどうかについて

は，フォークナーの筆致はかなり微妙である。

グランビーは仲間の二人に突き出される格好

でベヤードとリンゴーの前に姿を現わすのだ

が，ベヤードと対決する際に彼は銃を右手か

ら左手に持ち替えている。James　Hinkleと

Robert　McCoyの注釈書によれば，これは南

部の決闘の形式に則った仕草である。ミシ

シッピの田舎の決闘の作法では，それぞれ拳
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銃一丁を手にした相手同士が30フィート離れ

て対面し，二度発砲することが認められてい

た。撃つ順番はどちらからでもよかった。決

闘開始の姿勢は，利き腕でない方の手で銃を

握り，それを脚の横に垂らして，銃ロは下に

向けておくというもので，両者が二発撃ち終

えるか，相手が倒れるまで，動いてはならな

かった。グランビーが最初に二回発砲してい

るのだが，その湿すぐに彼はベヤードにとび

かかっており，この時点で決闘の形式は破ら

れている。したがって，ベヤードがグランビー

を背後から射殺したことも，不名誉なことで

はないと，ヒンクルとマッコイは述べている。

もっとも彼らは，二人の間の距離は30フィー

トもないことは明らかであり，銃の扱いに手

慣れた者がそれくらいの距離で人間を撃ちそ

こなうことはほとんどありえないことを考え

れば，グランビーはわざと狙いをはずし，ベ

ヤードから銃を奪い取ることで復讐を免れよ

うとしたのだろうとジ推測している。5）とす

れば，あたかも狩猟ででもあるかのように，

それも背後から仕留めることに，行き過ぎで

はないかという割り切れない印象が残るのも

無理のないことのように思える。

　この印象はベヤードがグランビーを撃つと

き，自らの意志で狙いを定めているのではな

く，むしろ，無意識に手が動いているという

感じを与える書き方によっても生み出されて

いる。

　　Then　I　was　free．　I　saw　Ringo　strad－

dle　of　Grumby’s　back：and　Grumby　get－

ti獄g　up　frorn　his　ha捻ds　an（墨knees　an（i　I

tried　to　raise　the　pistol　only　my　arm

wouldn’t　move．　Then　Grumby　bucked

Ringo　off　just　like　a　steer　wouid　and

whirled　again，100king　at　us，　crouched，

with　his　mouth　open　too；and　then脚

α槻6卿短000耀zφ忽配乃6勿オ0♂a難d
he　turned　and　ra獄．　H：e　shou至dn，t　have

tried　to　run　from　us　in　boots．　Or　maybe

that　made捻。　difference　either，　because

η0ω「窺夕θ7窺加6！ω窺62ゆαη4ηOZθ∬

60％1ゴ　　s66　G7％η’z～う：ジs　ろαoん　　（he　didn’t

scream，　he　never　made　a　sound）α二品

μS頚01ゐ0飾αμ舵Sα窺6’ゴ窺6侃4論61う魏0！

醐s♂ω61碗4s伽のαsα706々（183；my
italiCS）

生死のかかった局面で，わずか15才のベヤー

ドは当然無我夢中であったはずだから，こう

した書き方はむしろ自然であるかもしれない。

それにもかかわらず，成長物語という観点か

ら見た場合，このみずからの意志の積極的関

与の欠如は，この場面が決定的な転回点であ

るだけに，やや奇異な感じを否めないように

思う。この点で，それは典型的なイニシエー

ションの物語である“The　Bear”のなかで，ア

イク・マッキャスリンが荒野の精神の具現で

ある熊と対面するために，みずからの意志で

文明の利器である時計と磁石を放棄するのと

対照的である。それに何よりも，後述する「美

女桜の香り」でのべヤードの明確な暴力放棄

の意志と，それは画然たる相違を示している。

　さらに，グランビーの死体をグラニーが殺

された綿の圧搾工場の戸に釘づけにし，その

右腕は切り落として持ち帰り，グラニーの墓

標に括りつけるという過度に残虐な行為をど

う解釈するかという問題もある。6）このエピ

ソードはあくまでもトールテール的冒険課の

枠組みのなかでの出来事であって，トール

テールの論理によって物語自体が過激になっ

てしまったのだと，ひとまず考えることもで

きよう。しかし，背後からの射殺によるイニ

シエーションの場合と同様，この残虐さは成

長物語に内在する倫理性と著しく齪齪をきた

している。つまりここには冒険課の枠組みと，

その奥に透けて見える成長物語の構造との

ギャップが露呈しているのだ。銃のモチーフ

がかろうじて両者の乖離を繋ぎ留めているの

5



6 言語文化論究7

だが，このギャップに，はからずもフォーク

ナー自身の南部の伝統的価値観に対するアン

ビヴァレンス，冒険課に見える愛着と成長物

語に潜む批判との間の視点の揺れが反映して

いるように思える。バック小父さんはベヤー

ドの行為をジョン・サートリス大佐の息子で

あることを証だてるものとして賞賛する。だ

が，問われねばならないのは，ほかならぬサー

トリス大佐が具現する南部の伝統的価値観そ

のものなのである。

互V

　第六章“Skirmish　a之Sartoris”における銃

のモチーフは，サートリス大佐にまつわるも

のである。再建期の北部主導の社会変革の一

環として黒人にも投票権が与えられるが，

サートりス大佐は，Jefferso簸の連邦保安官

選挙に黒入候補を立て黒入票を取りまとめよ

うとしている北部人，縞入のバーゲンを射殺

する。そして投票会場を自分の家に移し，

DrusiUa　Hawkを選挙管理委貫に任命して，

選挙を執り行っている。サートリスらしく，

相手に先に二度発砲させてはいるが，弁護の

余地のない非合法の選挙妨害というしかない

であろう。7）

　このエピソードはサートリス大佐とドルー

シラの結婚の経緯をめぐる喜劇と絡み合う形

で物語られている。戦争で婚約者を失ったド

ルーシラは，女性であるにもかかわらず，サー

トリス大佐の軍隊に入り，男たちに混じって

の生活を続けていた。戦争が終わって帰還し

てからも，大佐の家に身を寄せて，髪は短く

切ったまま，男物の靴を履き，汚れて汗だら’

けの服装で，製材所で丸太を切ったりという

ような力仕事をしている。こうした有様を南

部女性にあるまじき堕落とみなして，ドルー

シラの母Aunt　Loulsaを始め，　Mrs　Comp－

so捻やMrs　Habershamといった夫人連はド

ルーシラとサートリス大佐とを結婚させよう

とする。若い女がまだ若い大佐とひとつ屋根

の下で生活してきたというのは，本人同士が

何もなかったと言っても，世間では通用しな

いという訳である。そしてルイーザ叔母さん

は「亡くなった主人と，今は子供の息子が大

入ならば，たぶんピストルを突きつけて大佐

に要求するにちがいないこと（“Imust
request　what　the　husband　whom　l　have　lost

a簸dt簸e　man　so且which亙have鍛ot　wo窺1d

dema簸d，　perhaps　at　the　poi貧t　of　a　pisto1”

［203D」（下線は筆者）　つまり，結婚を二

人に求めるのである。結局，ドルーシラは体

面を重んじる夫人連の攻撃に屈し，結婚を承

諾する。だが結婚式の当日，丁度その日が選

挙の日ということで，彼女は式はそっちのけ

で大佐と行動を共にし，バーゲン殺害の現場

に立ち合う。そしてめちゃめちゃになった花

嫁衣装姿で投票箱を抱えて帰ってくるのだが，

そのドルーシラに，ルイーザ叔母さんは，バー

ゲン殺しの委細などにはまったくおかまいな

しに，まだ結婚していないのかと詰問するの

である。バーゲンとの戦いを制したサートリ

ス大佐とドルーシラが，南部女性陣の軍門に

くだっているのだ。

　いやはや女というものは，という嘆きとも

賛嘆ともつかぬフォークナーのつぶやきが聞

こえてきそうな物語だが，風俗喜劇の趣向に

カムフラージュされてはいても，銃のモチー

フが一方で勇気や名誉と結びつきながらも，

他方では抜きがたく暴力の伝統に根ざしてい

ることは隠しようがない。12才のベヤードの

遊びの世界で起きた北面兵士への発砲事件も，

15才のときのグランビー殺害も，またサート

リス大佐のバーゲン殺害も，すべてこの暴力

の伝統に属し，それを持続させている。勇気

や名誉のためといっても，どこまでが本当に

そうなのか，どこまでが単なる暴力の正当化

のためなのか，定かではない。南部女性のあ

るべき規範をふりかざし，あたかも銃を突き

つけるかのように，大佐とドルーシラに結婚

6
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を迫るルイーザ叔母さん始め夫人連の行為も

また，体面維持のためには暴力など意に介さ

ずという点で，暴力を育む下地を醸成してい

ると考えることもできよう。この伝統にどの

ような対処の仕方が可能なのか。それが最終

章「美女桜の香り」で，24才になったベヤー

ドが直面する問題であり，同時にそれは

フォークナー自身が南部の歴史に相対する際

に避けては通れぬ歴史意識の問題なのである。

V

　銃のモチーフはド美女桜の香り」で劇的緊

張を孕んでクライマックスに達する。この章

に見られるベヤードの道徳的身振りは，すで

に指摘したような，第六章までの物語の喜劇

性のなかに潜在する成長物語の構図を照らし

だすものとなっている。ミシシッピ大学で法

律を勉強しているベヤードは，父が殺された

という報せを受け，これから自分が直面せね

ばならぬ状況のもつ意味を明確に見てとる。

　　Iremember　how夏thought．．．：丑≠

磁s’撚s卿〃加脚6勿％68渉。ガ磁。霧グ

ノα辮卿1謝ノ禰嬬ノα窺07グノブ急

撃φ6ノグノα窺90加9’040島々渥勿麗

勧9隔遡s6グまs　7忽勿oγグノα窺ブ慰

go珈9’oω納ノ”薦．（215）

彼自身が直接言及することはないが，おそら

くはグランビー殺害について彼は深い省察を

これまでめぐらしてきたはずである。そして

自分の取るべき道はすでに確定している。あ

とはそれが実行できるかどうかだけの問題な

のだ。周囲の者たちは彼のグランビーに対す

る復讐を，サートリス一門としての名誉と勇

気を示す行為として是認したばかりか，賞賛

しもした。しかし再び復讐を要求される状況

に直面する今回，彼は過去の自分を乗り超え

ねばならないのだ。

　ベヤードはまずドルーシラと対決せねばな

らない。すでに20才の時にトマス・サトペン

とサートリス大佐の夢について語りあったと

き，二人の立場には明白な違いがあった。ド

ルーシラは，サトペンとは異なり，大佐は自

分の血縁や昔の連隊の部下だけではなく，黒

人や白人も含めて南部のすべての人間の自力

による復興の夢を抱いていたと書う。そして，

夢とは「弾丸をこめた一触即発のピストル（a

baded　pistd　with　a　hair　trigger［223］）」

みたいなもので，その実現のためには入を殺

すことも許されるのだと主張していた。一方

ベヤードは大佐がこれまでに犯してきた数多

くの殺人に疑問を抱いている。大佐がある山

の住入を殺した事件では，大佐の弁明とは

違って，自分が投票で連隊の指揮官からはず

されたときの私怨が原因の殺人ではないかと

べヤードは匂わせているし，サートリスの行

動規範から見ても，「はやく撃ちすぎた
（Father　had　shot　too　q撮ck．［221］）」大佐

の方に落度があると考えている。また大佐は

袖の下にいつもデリンジャー銃を隠し持って

おり，銃を隠したまま発砲する手際を彼に実

演して見せたことがあったのだが，その様子

をベヤードは「まるで自分のしていることを

自分の眼から隠すかのように（as　if　he　were

h至di投暮from　his　own　visi◎簾what　he　was

doing［223］）」と評している。これは大佐の

倫理的盲目を衝いた批判だが，この盲目／隠

蔽のイメージは，カーペットバガーたちが手

入暴動を組織するのを防ぐために大佐がつ

くった「覆面」騎馬団での活動にも，大佐の

不寛容な眼にはっている「食肉動物に見られ

るような透明な膜（that　transparent　film

which　the　eyes　of　camivorous　animals　have

［231］〉」にも通忙していよう。こうしたサー

トリス大佐の具現する暴力の伝統を拒絶する

ために，ただひとつだけ馬と勇気の匂いより

も強く匂いたつ美女桜の小枝を髪にかざした，

「ギリシャの瓶に描かれた単純で儀式的な暴

7
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力を司る巫女（the　Greek　amphora　priestess

of　a　s“ccinct　and　formal　violence［219］）」

ドルーシラが差し出す決闘用の銃をベヤード

は受け取らないのだ。

　クライマックスのB．J．　Redmo面との対

決の場面はグランビーとの対決と二重映しに

なっており，同時にそれを書き換えたものに

なっている。サートリス大佐は南部再建の事

業として鉄道の建設に着手する。レッドモン

ドがこの事業の共同出資者となるのだが，両

者に軋礫と反目が生じ，それが容易ならざる

事態にまで至ってしまう。諄いの直接の原因

は定かではないが，事態を悪化させてしまっ

たのはサートリス大佐の傲岸不遜と支配欲で

ある。彼はレッドモンドが南北戦争に軍人と

して従軍しなかったことをあげつらい，レッ

ドモンドが事業から手をひいた後も，彼を

そっとしておこうとはせず，完成した鉄道の

お披露臼の機関車でレッドモンドの家の前を

通るときに，あてつけに汽笛の音をしきりに

鳴らしたりしている。二人は州議会選挙にも

ともに立候補してあい争うのだが，その際に

も不必要な侮辱を加えている。こうした経緯

があって，結局大佐はレッドモンドに殺され

てしまう。そしてベヤードは南部社会の掟に

より再び復讐行為を迫られるのである。

　グランビーに復讐したときには，ベヤード

は復讐という行為，およびそれを要求する南

部社会の規範に対して無批判的であった。規

範を自明のこととして受け入れ，その要求を

満たすことができるかどうかが問題であった。

そしてリンゴーの助けを借り，また背後から

撃つというやや疑問の残る形で復讐を果たし

た。しかし今回は，少年時代には英雄として

偶像化していた大佐に，彼は明らかに非を認

めている。さらに規範が求める行動様式にも

批判の眼を向けている。その批判の拠り所と

なっているのは，聖書の「殺すなかれ」とい

う教えである。理由の如何を問わず，殺し殺

される暴力の連鎖をどこかで断ち切らねばな

らない。その意志だけがレッドモンドとの対

決の場でベヤードを支えているのだ。

　　So　we　did難ot　speak；Ijust　walked

steadily　toward　him　as　the　pistol　rose

frorn出e（墨esk．1watched　it，　I　could　see

the　foreshortened　slant　of　the　barrel　and

Iknew　it　wo鷺ld　Iniss　me　though　his　ha鶏d

did　not　tremble．　I　walked　toward　him，

toward　the　p量stol　in　the　rocklike　hand，　I

heard　no　buUet．　Maybe　I　didn’t　even　hear

the　explosion　though　！　76難z6蹄z∂67　焼ε

S擁46％0㍑％816ろ♂00窺σ忽S魏0々6σSオ乃の

吻6砕心㎎α勿s’燃卿傭6s山雨αs焼の

加4吻6獄α！㎎18勿sげ。鰯窺のも9紹偽ツ

CO瞬46癬ε60σちlsti11　watched　that

foreshorte簸ed　slant　of　barrel　which　l

knew　was　not　aimed　at　me　and　saw　the

orange　flash　aむd　smoke　and　heard嶽o

bullet　that亀ime　either．　Thed　stoPP¢d；it

was　do蝕e　then．（248－249；my　italics）

グランビーがおそらくはわざと狙いをはずし

て二度撃ったのと同じように，レッドモンド

は向かってくるベヤードに二度発砲するが，

故意に狙いをはずす。グランビーの銃弾の音

が聞こえなかったように，今度もベヤードに

はレッドモンドの銃弾の音は聞こえない。「夢

のなかを歩いているような（Iseemed　to

walk　in　a　dreamlike　state　in　which　there

was　neit蝕er　time　nor　distance，．．．［248］）」

心理状態のベヤードは，ここでグランビーと

の対決の場面を再び生きているのだといって

もよいだろう。ただ今度は，幾多の殺人に倦

み，「道徳的な掃除（alittle　moral　house－

cleaning［232］）」をしょうと考えるように

なった晩年のサートリス大佐と同じように丸

腰でやって来ており，背後からどころか，発

砲することすらない。そしてそれですべてが

終わり，レッドモンドはオフィスを出ると，

8
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そのままジェファーソンを去っていくのであ

る。

　ベヤードはサートリスの一員としての名誉

と勇気を暴力の放棄によって達成した。この

行為は，暴力の伝統に則って復讐を行なった

過去の自分自身を書き換える行為だといって

よい。同時にそれは南部の伝統的行動の規範

を書き換える行為でもある。名誉はベヤード

にとって自分が自分自身を放棄することなく

生きていくのに不可欠なものであり，それを

要求する南部社会の規範自体を彼は拒絶して

いるのではない。しかしその規範に根ざした

勇敢な行動の在り方を彼は変えたのである。

偶像化されたサートリス大佐が象徴する武勇

とは異なった次元の勇気，伝統に黙従するの

ではなく，伝統を断ち切り，変えていく新た

な一歩を踏み出す勇気を，ベヤードは示した。

勇気に新たな定義を与えたのである。そして

そのことによって，過去にどう向き合うか，

その姿勢の在り方を，彼は新たに呈示したの

である。とりもなおさず，それは歴史意識を

書き換えることにほかならなかった。

V亙

　銃のモチーフを軸に『征服されざる人々』

に限定してフォークナーのリライティングの

方法を考察してきたが，銃のモチーフはほか

の作品群にも広げて検討することもできるよ

うに思える。『響きと怒り』のクェンティン・

コンプソンは，妹キャディーの恋入Dalto捻

Amesに決闘用の弾をこめた銃を差し出され

るが，受け取るのを拒む。そして殴りかかっ

ていくのだが，知らぬ間にあえなく気絶して

しまう。クェンティンにとってキャディーの

性的堕落は南部の名門コンプソン家の衰退，

ひいては南部の伝統的価値観の崩壊の象徴で

あり，ドールトン・エイムズはその崩壊をも

たらした力と同一視されている。したがって，

ここでの銃のモチーフは，崩壊を押しとどめ

ようと求めながらもそれができないクェン

ティンの無力をまざまざと照らしだしている。

また『アブサロム，アブサロム！』では，クェ

ンティン＝キャディーニエイムズの基本的関

係が，様々の内的外的要因を含めて，H：enry

Sutpen＝妹海dith＝その婚約者Charles

Bonの関係に書き換えられている。だが，

クェンティンとは異なり，ヘンリーは実際に

チャ口書ルズ・ボンを射殺してしまう。チャー

ルズ・ボンは異母兄であり，妹ジューディス

と彼との結婚は近親相姦になってしまうのだ

が，ヘンリーはそこまでは譲歩できても，

チャールズ・ボンに流れている黒雨の血に

よって，種族混清という事態が出来すること

だけは許せなかったのだと，同じく近親相姦

的愛情をキャディーに注いだクェンティン

（『アブサロム』の中心的視点人物となってい

る）は推測している。ヘンリーはチャールズ・

ボン殺害という手段で，種族混溝という南部

の神話的禁忌の不可侵性を守るのである。こ

のふたつの銃のモチーフが南部の伝統的価値

観に密接に結びついているのに対して，

Sα％o劒η（1931年）のPopeyeの銃は，暴力

の伝統の現代的堕落を象徴しているといって

よいであろう。『征服されざる人々』における

銃のモチーフは，こうした文脈を踏まえなが

ら，同時に，銃を放棄するという点で，それ

以前の銃のモチーフを決定的に書き換えてい

るのである。そしてそれは後年の『行け，モー

セ』においてさらに書き換えられることにな

る。『征服されざる人々』では手入と黒人の関

係というテーマは前面に出てきていないが，

『行け，モーセ』ではベヤード＝リンゴーの関

係は‘‘Zack”Edmonds＝Lucas　Beauchamp

の劇的対決という形にまで深化し，ベヤード

とドルーシラの対話はアイクと“Cass”Ed－

mondsの対話に姿を変えて，大きく発展す

る。そしてベヤードの銃の放棄は，アイクが

荒野の主たる熊との出会いのために時計と磁

石と銃を放棄するという行為に引き継がれ，

9
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さらにはマッキャスリン家の過去にどす黒く

とぐろを巻いている，白入と黒入の間の血の

混瀟にまつわる罪の膿罪のためにアイクが家

督を放棄するという行為にまで書き換えられ

ていくのである。ごうしたりライティングの

詳細については別の機会にゆずるとして，こ．

の簡略なスケッチだけからでもフォークナー

がいかに銃のモチーフを対位法的に書き換え，

深化させているか，またそれがいかに，過去

を見据えることによって現在を理解し，位置

付けようとする試み，すなわち歴史意識の問

題と不可分であるかは明らかであろう。

フォークナーのリライティングとは単なるテ

クスト次元の書き換えではなく，歴史認識の

探求の方法でもあった。
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Kgji Kgtatw

    The preseRt paper is an attempt to elucidate Faulkner's method of rewriting by fecusing

on several gun episodes in The Unvanquished. In the last chapter of the Rovei, "Alt 0dor of

Verbena," Beyard Sartoris refuses to take revenge on B. J. Redmond for killing his father,

Colonel John Sartoris, although he preves his honer and courage by confrondng Redmond

without bearing a gun. This act is an act of "rewriting" his two previeus shoetings; he fired

a musket at Union soldiers when he was twelve-years-old, and shet Grumby to deatk at

fifteen. The former happeRed as a part of his war play with Ringo, his black playmate, and

the latter was an act of revenge for the death ef his grandmother, Granny. Contrasting

Bayard's cheice of nonvielence with those two gun episodes, Faulkner shews that Bayard

criticizes and tries to change the Southern tradition of vielence. Therefere, Bayard's moral

growth is accompanied by his successful search for a new pattern of behavior based on a new

defmition of honor and courage, which is also an act of rewriting the conventional form of

histerical consciousness into a new one.
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